
環境にやさしい

　  　　下水道を目指します。

【下水熱・下水汚泥などの有効利用、

　　下水汚泥処理の広域化・共同化】

新潟のまちを

　　　浸水被害から守ります。

良好な水環境と

　　快適な暮らしを支えます。

「第２次新潟市下水道中期ビジョン（改訂版）［2024～2028年度］」を策定しました。

【管渠改築延長】

 2024年度  2028年度

 56.0km ⇒ 84.0km

【処理場・ポンプ場主要施設健全度1割合】

 12％ ⇒ 14％

地震や津波が起こっても

下水道が使えるようにします。

【耐震化率】
　　　2024年度　 2028年度

管渠：67.5％ ⇒ 70.3％
施設：51.9％ ⇒ 51.9％

【施設耐水化率】

　　　13.6％ ⇒ 18.2％

【浸水対策率】

 2024年度  2028年度

 76.8％ ⇒ 79.2％

【汚水処理人口普及率】

 2024年度  2028年度

 92.1％ ⇒ 94.5％

持続可能な下水道運営を支えます。（経営の効率化と経営基盤の強化、人材育成、効果的な広報）
【人材】DXなどを活用した維持管理、官民連携などに対応した組織体制の強化、専門職員の確保・育成を行います。
【広報】わかりやすく情報発信をし、下水道の見える化を図ります。

施設を大切に管理し、

 安心して使えるようにします。

処理区
計画面積
（ha）

計画人口
（千人）
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船　見 466 29.0

中　部 4,384 216.0

白　根 931 24.6

流　

域　

関　

連

東　部 5,122 175.3

新　津 2,128 58.8

北　部 2,926 63.2

西　部 3,000 89.7

計 18,957 656.6
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鳥屋野・万代・下所島排水区雨水バイパス管下水道工事

○新潟駅周辺地区の浸水被害の軽減に向け、雨水

バイパス管の整備を行っています。

○今後、整備予定のポンプ場が稼働するまで雨水

バイパス管を暫定的に貯留管として運用し早期の

浸水軽減を図ります。

30年以上経過
Ｌ＝1,398km

（令和６年度末）
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●汚水処理人口普及率
　新潟市全域　90.6％

　　　　　　　【R7.3.31 現在】

●下水道処理人口普及率
　新潟市全域　87.4％（水洗化率 92.7％）

　　　　　　　【R7.3.31 現在】

①汚水処理人口普及率

②下水道処理人口普及率

③水洗化率※

北区
①82.8％
②77.7％
③90.7％

東区
①99.8％
②99.6％
③95.3％

中央区
①99.2％
②99.1％
③97.2％西区

①93.7％
②92.0％
③91.7％

西蒲区
①52.3％
②38.8％
③56.9％

南区
①52.2％
②39.2％
③68.6％

秋葉区
①96.8％
②96.1％
③90.0％

江南区
①98.7％
②92.1％
③94.0％




